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大学入試センター試験における知識の活用を問う問題について 

荒井清佳・伊藤圭 

 

大学入試センター試験における知識の活用を問う問題の出題傾向を探るために，昨今の生命

科学や国際化の進展の状況を踏まえ，「生物」と「英語」について，第 1 回（平成 2 年度），第 11 回

（平成 12 年度），第 21 回（平成 22 年度）に出題された問題の内容を調べた。 

その結果，「生物」については，知識の活用を問う問題は，おおよそ半分程度であり，基礎的な

問題と応用力を問う問題とバランスの取れた出題を目指していることが分かった。「英語」について

は，語彙や語法等に関する知識だけでなく，実践的なコミュニケーション能力，応用力，思考力等

の総合的な言語運用力を測定する問題が出題されていることが分かった。 

本報告の内容の一部は 2012 年 11 月 30 日に行われた中央教育審議会高大接続部会（第 3

回）において報告された。 
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A Brief Analysis of Item Contents of the National Center Test from the Viewpoint of Effective 

Use of Knowledge for Problem Solving 

Sayaka Arai, Kei Ito 

 

In order to grasp recent trends in question items of the National Center Test that 

require the ability to organize knowledge effectively and apply them to problem solving, 

we briefly analyzed the contents of the items in “biology” and “English” in the 1990, 

2000, and 2010 tests. 

As a result, we found that about 50 percent of the items in biology were related to the 

integration and application of knowledge, and that the test comprised a reasonable 

number of applied items requiring knowledge application as well as basic ones. 

Furthermore, we found that the test in English contained not only lexical and 

phraseological items but also items related to comprehensive abilities to use language 

effectively, such as practical communication, verbal reasoning, and strategy adaptation 

in language activities. 
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大学入試センター試験における知識の活用を問う問題について 

 
平成 25 年度入学生から高等学校でも実施される 1新学習指導要領では，「生きる力」を育むと

いう理念のもと，知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力などの育成が重視されている

（文部科学省，2013）。一方，大学入試センター試験については，知識を問う問題が出題されてい

ることは知られているが，知識の活用を問う問題は出題されているのだろうか。出題されているとす

ればどの程度であろうか。 
本研究では，大学入試センター試験における「知識の活用」を問う問題の出題傾向を探ることを

目的として，第 1 回（平成 2 年度），第 11 回（平成 12 年度），第 21 回（平成 22 年度）に出題され

た問題を調べた。調べた科目は，理科の中でも「知識の活用」を問うタイプの問題の作成が比較的

難しいと思われる「生物」と，大学入試センター試験の中で最も受験者が多く，知識を活用した実

践的コミュニケーション能力の育成が求められている「英語」である。 
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1数学及び理科は平成 24 年度入学生からである。 
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第 1章 

大学入試センター試験「生物」における知識の活用を問う問題について 

 
1. 概要 

大学入試センター試験「生物」における知識の活用を問う問題の出題傾向を探るために，

第 1 回（平成 2 年度），第 11 回（平成 12 年度），第 21 回（平成 22 年度）に出題された問

題を調べた。その結果，知識の活用を問う問題の割合は約 4 割（平成 2 年度），約 7 割（平

成 12 年度），約 5 割（平成 22 年度）であった。 
  
2. 大学入試センター試験「生物」の問題構成について 

 本節では，平成 2 年度，12 年度，22 年度に実施された大学入試センター試験「生物」の

問題について，概要及び内容から見た問題構成を述べる。内容別の問題構成については， 
① 教科書の知識から正答が得られる設問 
② 教科書の知識をもとに洞察力や応用力により正答を導く設問 
③ 実験や観察の記載文・グラフ・図表から生命現象を分析し，考察する能力によ

り正答を導く設問 
の三つに分類する 2。 
 
2.1 平成 2年度大学入試センター試験「生物」について 

大問数が 6，設問数が 21 である。このうち，第 1 問～第 4 問（設問数はそれぞれ 4，4，
3，3）は，出題分野が同じものの各設問の内容が互いに独立している小問形式であるのに

対し，第 5 問（設問数 4）及び第 6 問（設問数 3）は，一つの実験結果や表が提示された後

に関連する設問が続く大問形式である。 
問題を内容に基づいて上記の①～③に分類した結果は表 1 の通りである。 
 
  表 1 平成 2 年度大学入試センター試験「生物」の内容別分類 

 設問数 配点 

①教科書の知識から正答が得られる設問 12 (57%) 58 

②教科書の知識をもとに洞察力や応用力により正答を

導く設問 5 (24%) 28 

③実験や観察の記載文・グラフ・図表から生命現象を

分析し，考察する能力により正答を導く設問 4 (19%) 14 

 
例として，①～③のすべてが含まれている第 3 問を参考資料として添付した。この第 3

2大学入試センター試験では，試験終了後に毎年，高等学校教科担当教員による問題評価が

行われている。「生物」では，問題を解く際に要求される能力に基づいて問題が分類されて

おり，本報告ではその分類に従う。 
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問は呼吸及び光合成に関する内容でまとまっている。問 1 では，各反応過程に関する知識

に加えて，それを調べるために必要な材料が問われており，単なる知識では解けないこと

から②に相当する。問 2 は，グラフから光合成速度が最大になる温度を求める問題であり

③に相当する。ただし，光合成と呼吸に関する知識が無ければグラフの意味を読み取るこ

とができないので，③に相当していても教科書の知識は必要とされている。問 3 は，葉緑

体とミトコンドリアを比較した内容であり，教科書の知識で解くことができるため①に相

当する。 
 
2.2 平成 12 年度大学入試センター試験「生物 IB」について 

大問数が 6，設問数が 28 である。このうち，第 1，4，6 問は A と B に分かれおり，そ

れぞれを一つの大問と考えると，大問数は 9 である。 
内容別に問題を①～③に分類した結果を表 2 に示した。 
 
  表 2 平成 12 年度大学入試センター試験「生物 IB」の内容別分類 

 設問数 配点 

①教科書の知識から正答が得られる設問 9 (32%) 32 

②教科書の知識をもとに洞察力や応用力により正答を

導く設問 10 (36%) 36 

③実験や観察の記載文・グラフ・図表から生命現象を

分析し，考察する能力により正答を導く設問 9 (32%) 32 

 
2.3 平成 22 年度大学入試センター試験「生物 I」について 

大問数が 5，設問数が 25 である。このうち，第 2～5 問は A と B に分かれている。それ

ぞれを一つの大問と考えると，大問数は 9 である。 
内容別に問題を①～③に分類した結果を表 3 に示した。 
 
  表 3 平成 22 年度大学入試センター試験「生物 I」の内容別分類 

 設問数 配点 

①教科書の知識から正答が得られる設問 13 (52%) 47 

②教科書の知識をもとに洞察力や応用力により正答を

導く設問 7 (28%) 31 

③実験や観察の記載文・グラフ・図表から生命現象を

分析し，考察する能力により正答を導く設問 5 (20%) 22 

 
 例として第 4 問 B を添付した。この第 4 問 B は酸素解離曲線に関する問題である。問 3
はヘモグロビンについての知識を問う問題なので①に相当する。問 4 はグラフを読み取る

問題であり③に相当する。問 5 はミオグロビンの役割について問題文から考察する問題で
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あり③に分類される。 
 
3. 大学入試センター試験「生物」における知識の活用を問う問題について 

 前節では，問題を内容に基づいて①～③に分類した。本節では，各年度の問題を，知識

を問う問題（分類①）であるか，知識の活用を問う問題（分類②及び③）であるかに分類

し，第 1 回，第 11 回，第 21 回における様子をまとめる。 
 
3.1 知識の活用を問う問題の割合 

 各年度における知識の活用を問う問題が全体に占める割合を表 4 にまとめた。 
 
  表 4 知識の活用を問う問題が全体に占める割合 

 知識を問う問題 知識の活用を問う問題 

第 1 回（平成 2 年度） 57% （58 点） 43% （42 点） 

第 11 回（平成 12 年度） 32% （32 点） 68% （68 点） 

第 21 回（平成 22 年度） 52% （47 点） 48% （53 点） 

 
知識の活用を問う問題の割合は，約 4 割（平成 2 年度），約 7 割（平成 12 年度），約 5 割

（平成 22 年度） であり，年度によって異なるものの半分程度を占めている。 
 
知識の活用を問う問題が 50％以下であった，第 1 回及び第 21 回の試験に対する外部委

員による評価には 
・「難問が多くて平均点が低くなり過ぎ得点修正を行った昨年度の反省から，基本的な知

識で解答できる問題がかなり増えるとともに，実験やグラフからの思考力や洞察力を

問う問題もあまり無理がないように改善されていて」（第 1 回） 
・「昨年度の本試験に対して指摘された「文章量が多くて試験時間が不足する」という問

題点は大きく改善されている。」（第 21 回） 
等と書かれており，知識の活用を問う問題と知識を問う問題のバランスを取りながら，出

題する問題を構成していることが推察される。 
 
3.2 知識の活用を問う問題が出題される分野について 

 各年度とも「生物」の各分野からまんべんなく問題が出題されているが，同じ「生物」

の単元であっても，年度によって履修内容が異なるものとなる。そこで，各年度の大問ご

との出題内容と，その大問内において知識の活用を問う問題の有無を表 5 にまとめた。大

問のなかに 1 問でも知識の活用を問う問題がある場合には「○」を記入した。 
 その結果，第 1 回の第 1 問を除き，どの大問においても知識の活用を問う問題が出題さ

れていた。 
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表 5 大問ごとにみた知識の活用を問う問題の出題の有無 
 第 1 回（平成 2 年度） 第 11 回（平成 12 年度） 第 21 回（平成 22 年度） 

第1問 細胞の構造と機能 × 細胞分裂 ○ 細胞 ○ 
第2問 遺伝子とその働き ○ 光合成 ○ 生殖と発生 ○ 
第3問 呼吸及び光合成 ○ 胚の発生 ○ 遺伝 ○ 
第4問 カエルの発生 ○ 遺伝 ○ 環境と動物の反応 ○ 
第5問 ヒトの体温変動 ○ 刺激の需要 ○ 環境と植物の反応 ○ 

第6問 生態系における生
産者 ○ 動物個体群の成長

と種間の相互作用 ○   
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平成 2 年大学入試センター試験「生物」の問題例 
 

 
 

 

①教科書の知識から正答

が得られる設問 

②教科書の知識をもとに

洞察力や応用力により 
正答を導く設問 

③実験や観察の記載文・

グラフ・図表から生命現

象を分析し，考察する能

力により正答を導く設問 
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平成 22 年大学入試センター試験「生物 I」の問題例 
 
第 4問 
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①教科書の知識から正答

が得られる設問 

③実験や観察の記載文・

グラフ・図表から生命現

象を分析し，考察する能

力により正答を導く設問 

③実験や観察の記載文・

グラフ・図表から生命現

象を分析し，考察する能

力により正答を導く設問 
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第 2章 

大学入試センター試験「英語」における 

総合的な言語運用力を測る問題について 

 
1 はじめに 

 大学入試センター試験「英語」において，語彙，語法，慣用句，文法，表現等に関する

知識だけでなく，実践的なコミュニケーション能力，応用力，思考力等の総合的な言語運

用力を測る問題の出題状況を確認する。 
 大学入試センター試験開始当初から最近までの傾向を概観することを意図し，第 1 回（平

成 2 年度），第 11 回（平成 12 年度），第 21 回（平成 22 年度）に出題された問題を確認す

る。 
 
2 大学入試センター試験「英語」の問題構成 

 各年度とも 6 問の大問で構成されている。大枠で同じテーマを取り扱った出題であって

も，求める知識の種類や，出題形式が異なる場合には，1 つの大問が A，B などの記号を付

した 2～3 の中問に分割されている。前半（第 1 問～第 3 問）は基本的知識を問うと共に，

空所補充によって文または文章を完成させる問題が多く配されている。後半（第 4 問～第 6
問）は長めの文章を読ませ，内容について問う問題が多く配されている。したがって，前

半は基礎的な表現力を測定し，後半は読解力を測定する内容となっている。また，それぞ

れの領域で総合的な言語運用力を測るよういくつかの工夫がなされている。 
 以下，各年度の問題構成を確認する。 
 
平成 2 年度試験 

 平成 2 年度試験の構成は下表のとおりである。コミュニケーション能力の観点から，日

常よく使われる口語表現や対話文の状況判断などが取り上げられている。また，視覚素材

を参照して英文を読む問題が出題されている。 

 

 

出題内容 設問数 解答形式 求められる能力

Ａ 語強勢 5 提示された単語の第１強勢の位置を比較 単語の発音の知識

Ｂ 文強勢 2 文章中で強調して発音される単語を選択 対話の文脈を理解して強勢の位置を決める

Ａ 文法・語法・語彙 14 文中の空所に語句を補充 文法・語法・語彙の知識

Ｂ 会話文の完成 6 対話文中の空所に文を補充 日常の口語表現を場面に応じて運用する

第３問 語句整序 5 短文中の語句の並びを考慮して空所に語句を補充 文法・語句配列等の知識を用いて文を構成する

第４問 図絵を伴う読解 4 説明文と図の内容に合うように，文の空欄に語句を補充 英文と図を対照し，情報を総合的に把握，処理する

第５問 文章読解 4 エッセーの内容に合うように，文章中の空欄に文を補充 文章の内容理解

Ａ 文章読解 7 物語の内容に関する問いに対する答えを選択

Ｂ 文章読解 1 本文の内容に合う文を選択
文章の内容理解

第１問

第２問

第６問
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平成 12 年度 

 平成 12 年度試験の構成は下表のとおりである。様々な観点から英語の総合的な能力を測

るために，多くの出題内容，形式が導入されている。結果的に全ての大問が 2～4 の中問に

分かれている。コミュニケーション場面，口語特有の表現，視覚素材などに加え，談話の

論理展開を問う問題も出題されている。また，第 4 問では，本文で提示された課題に対し

て，実際に受験者が問題解決の方法を考えるような出題となっている。全体として出題語

数が非常に多く，素早い情報処理能力が求められている。 

 

 
平成 22 年度 

 平成 22 年度試験の構成は下表のとおりである。大学入試センター試験に英語リスニング

が導入された後の試験であるが，大問の構成と出題内容は英語リスニング導入前とほぼ同

じである。音声に関する問題を扱う第 1 問において，文強勢の問題が無くなり，単語の発

音のみの出題となっている。平成 12 年度と同様に対話場面における表現，視覚素材を用い

た文章読解，文章の論理展開を問う問題が出題されている。第 2 問Ｂでは，場面や文脈に

よって会話文に生じる意味を問うなど，語用論的・社会言語学的・談話的知識を問う問題

が出題されている。 

出題内容 設問数 解答形式 求められる能力

Ａ 語強勢 2 提示された単語の第１強勢の位置を比較

Ｂ 発音 2 指定された音節の発音が同じ単語の組み合わせを選択

Ｃ 文強勢 1 文章中で強調して発音される単語を選択 対話の文脈を理解して強勢の位置を決める

文章中で強調して発音される単語を選択 対話の文脈を理解して強勢の位置を決める

文章中で指定した単語と同じ発音を選択 対話の文脈を理解して強形・弱形を決める

Ａ 文法・語法・語彙 11 文中の空所に語句を補充 文法・語法・語彙の知識

Ｂ 会話文の完成 4 対話文中の空所に文を補充 会話の文脈に合った適切な応答

Ｃ 語句整序 3 短文中の語句の並びを考慮して空所に語句を補充 文法・語句配列等の知識を用いて文を構成する

Ａ つなぎ言葉 2 文章中の空所に論理展開に合ったつなぎ言葉を補充 文章の論理展開の把握

Ｂ 文整序 1 適切な論理展開となる文章の並びを選択

Ｃ 文章完成 1 文章中の空所に論理展開に合う文章を補充

Ａ 図絵を伴う文章読解 3 説明文と図の内容に合うように，文の空所に語句を補充 論理的思考力，推測を伴う読解

Ｂ 図絵を伴う文章読解 2 本文と図の内容にあった文を選択 論理的思考力，推測を伴う読解

Ａ 会話文 1 会話文中の空所に適切な語句を補充

Ｂ 会話文 2 本文の内容に合う図絵を選択 口語コミュニケーション

Ｃ 会話文 1 本文中の指定された部分と同じ内容の文章を選択 文章と絵を対照し，会話の内容を読み取る

Ｄ 会話文 1 本文中の指定された部分の意味を表す文章を選択

Ａ 文章読解 5 物語の内容に関する問いに対する答えを選択

Ｂ 文章読解 1 本文の内容に合う文を選択

文章の論理展開の把握，文章構成

単語の発音の知識

文章の内容理解

第２問

第３問

3

第６問

第４問

第５問

第１問

Ｄ 文強勢
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3 総合的な英語能力の評価について 

 実践的なコミュニケーション能力，応用力，思考力等の総合的な言語運用力の評価に関

して，第 1 回，第 11 回，第 21 回試験において見られる主な特徴は次のとおりである。 
 

 ・会話文（ダイアローグ）および談話を利用した出題 
 ・口語表現に関する出題 
 ・身近な話題，日常よく使われる語句，表現を用いた出題 
 ・談話の論理展開，文章の論理構成に関する出題 
 ・文章（言語情報）と図絵・グラフ（非言語情報）を総合的に扱う出題 
 ・英文の種類や目的に応じて様々な読み方を要求する出題 
  （スキャニング，スキミング，精読など） 
 ・速読を要求する出題 
 ・言語機能，統語的知識に関する出題 
 ・語用論的・社会言語的・談話的知識を問う出題 
 ・実際に問題解決の方法を考えさせる出題 

 
 特に第 11 回試験および第 21 回試験においては，問題作成部会の作題方針として社会言

語的能力や方略的能力などの言語理論的な観点が述べられている。 
 
4 特徴的な問題の例 

 思考力や実践的なコミュニケーション能力に関する問題の例として，「平成 12 年度第４

問」と「平成 22 年度第 2 問 B の問 1 および問 2」を示す（下の問題例参照）。 
 大学入試センター試験「英語」では図絵を伴う読解問題が出題されるが，平成 12 年度第

４問は，秤を３回しか使わずに 12 個のうち 1 個だけ重さの違う球を見つける方法を実際に

受験者が考えなければならないようになっていることが特徴的である。一般的な文章読解

出題内容 設問数 解答形式 求められる能力

Ａ 発音 4 指定された箇所の母音または子音の発音を比較

Ｂ 語強勢 3 与えられた語と第１強勢の位置が同じ語を選択

Ａ 文法・語法・語彙 10 文中の空所に語句を補充 文法・語法・語彙の知識

Ｂ 会話文の完成 3 対話文中の空所に文を補充 対話文に適した語句を選ぶ

Ｃ 語句整序 3 短文中の語句の並びを考慮して空所に語句を補充 文法・語句配列等の知識を用いて文を構成する

Ａ 語句の意味推定 2 文章中の指定された語句の意味に合致する語句を選択 文脈から未知の語句の意味を推測する

Ｂ 意見の要約 3 提示された文章の要約を表す文章を選択 発言者の意図を正確に理解する

Ｃ 文章完成 3 文章中の空所に論理展開に合う文章を補充 文章の論理展開の把握，文章構成

Ａ 図を伴う読解 3 説明文と図の内容に合う文または記号を選択 文章と図から情報を読み取り，総合的に理解する

Ｂ 表を伴う読解 3 文章の内容に合う情報を表中から特定 必要な情報を的確に抽出，スキャニング

第５問 図絵を伴う文章読解 5 二者の発言内容に合う図または文を選択 二つの文章の対照，言語情報と非言語情報の結びつけ

第６問 文章読解 6 本文の内容に合う文，段落のグループを選択 文章の概要を正しく把握する

単語の発音の知識第１問

第２問

第３問

第４問
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力だけでなく，推測力と論理的思考力が求められる。 
 平成 22 年度第 2 問 B は会話文中の空所に文を補充する問題である。問 1 は，文脈を理解

することにより，第１話者の 2 回目の発言に表面的な意味だけでなく，落胆または不満な

どの意味が生じていることを読み取るもので，語用論的な知識が求められる。問 2 は人事

異動について当事者以外には話を漏らさないようにするという社会常識に関わるもので，

社会言語学的な能力が求められる。 
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平成 12 年度大学入試センター試験「英語」の問題例（第４
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平成 22年度大学入試センター試験「英語」の問題例（第 2問 B） 
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